
ＩＨＣガイドラインの改定 ～「違法オンラインギャンブル等関連情報」の追加ＩＨＣガイドラインの改定 ～「違法オンラインギャンブル等関連情報」の追加

類型⑰ 国内にある不特定の者に対し違法オンラインギャンブル等ウェブサイト又は違法オンラインギャ
ンブル等プログラムを提示する行為（ギャンブル等依存症対策基本法第９条の２第１項第１号）

ア 違法オンラインギャンブル等を行う場を提供する違法オンラインギャンブル等ウェブサイト又は違法オンラインギャンブル等プロ
グラムに該当すると認められる場合

（ｱ)  違法オンラインギャンブル等をプレイすることができること、又はその旨が記載されていること かつ
（ｲ)  違法オンラインギャンブル等のプレイに当たって出入金が必要又は可能であること、若しくはその旨や手段が記載されていること
イ 国内にある不特定の者に対して提示していると認められる場合

(ｱ) 不特定の者が当該ウェブサイト及びプログラムを閲覧できる状態となっている場合 かつ
(ｲ)  日本語に対応している場合、日本語が用いられていなくとも日本国内にある不特定の者が理解可能な態様で表示されている場合、

日本からの出入金が可能である旨又は日本からの出入金が可能な決済手段が記載されている場合、金額が日本円で表記されている場
合等、日本国内にある不特定の者を対象としていると判断できる場合（ 「日本国外に居住する日本人向けである」、「日本から利
用することは違法である」等の記載がある場合であっても、違法性の判断に影響を及ぼさない。）

９月25日 改正法施行に合わせて改定ガイドラインの運用開始

類型の追加

今後のスケジュール案

類型⑱ インターネットを利用して国内にある不特定の者に対し違法オンラインギャンブル等に誘導する
情報を発信する行為（ギャンブル等依存症対策基本法第９条の２第１項第２号）

ア 違法オンラインギャンブル等に誘導する情報であると認められる場合（以下のいずれかに該当する場合）
(ｱ) 違法オンラインギャンブル等ウェブサイトのURL等又は違法オンラインギャンブル等プログラムをダウンロードできるURL等が

掲載
(ｲ) 実在する違法オンラインギャンブル等ウェブサイト又は違法オンラインギャンブル等プログラムの名称と、利用を促す又は利用

が可能であることを示す表現（画像等を含む）が一体として記載されている場合
(ｳ) 違法オンラインギャンブル等の無料版ウェブサイトで、違法オンラインギャンブル等ウェブサイトのURL等が掲載されるなど、

違法オンラインギャンブル等ウェブサイトへの誘導がある場合
(ｴ) 上記３項目の記載等がなされているウェブサイト等のURL等が掲載されているなど、当該ウェブサイト等への誘導がある場合

イ 国内にある不特定の者に対して誘導する情報を発信していると認められる場合
(ｱ) 不特定の者が当該ウェブサイトを閲覧できる状態となっている場合 かつ
(ｲ) 日本語で記載されている場合、日本語が用いられていなくとも国内にある不特定の者が理解可能な態様で記載されている場合等、

日本国内にある者を対象としていると判断できる場合



として通報を受け付けます。

令和７年９月25日からＩＨＣでは

※ ＩＨＣ：インターネット・ホットラインセンター（Internet Hotline Center）

警 察 庁
National Police Agency

違法オンラインギャンブル等
関連情報を

ＩＨＣの運用ガイドラインを改定しました！

https://www.internethotline.jp

次のような情報は、違法情報（ギャンブル等依存症対策基
本法違反）として、ＩＨＣへの通報対象となります。

オンラインカジノのアプリのアプリストアへの掲載

オンラインカジノのサイトの開設・運営

違法オンラインギャンブル等関連情報

オンラインカジノへ誘導する情報の発信

○○に賭けられる！

サイトはこちら
→http://……

紹介サイト SNSでの投稿

オンラインカジノ
サイトおすすめ10選

１位 □□
２位 △△

･・・

【
】

オンカジブログ

【配信】スポーツベッ
ティングやってみた！

カジノ配信○○

ボーナスコード
XXXXXX

紹介動画

（例）誘導する情報の発信




